
第２回 まち・ひと・しごと創生戦略会議（H27.9.11）

１．生活者要件の整理

２．小牧市の強み・弱みの整理

【資料５】
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３．将来ビジョンの検討

４．具体施策の検討

議題主旨：将来ビジョンに基づく施策の案出しを行う



４．将来ビジョンに基づく施策の検討

「職・住・育」が「職・住・育」が「職・住・育」が「職・住・育」が

各々抱える各々抱える各々抱える各々抱える

課題を課題を課題を課題を

将来ビジョン将来ビジョン将来ビジョン将来ビジョン

に基づく問いに基づく問いに基づく問いに基づく問い 施設拡充等の施策案施設拡充等の施策案施設拡充等の施策案施設拡充等の施策案 コミュニケーション施策案コミュニケーション施策案コミュニケーション施策案コミュニケーション施策案

これまでの議論を踏まえて、以下のフレームワークを用いて、本戦略会議内で有識者主導の施策案出しを行う

• ライフステージに適合し

た住居が不足している

• 待機児童が生じている

• 子育て支援が充実して

おり市民のイメージは

いいが、近隣生活者に

現状現状現状現状
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課題を課題を課題を課題を

解決するには解決するには解決するには解決するには

「職・住・育」が「職・住・育」が「職・住・育」が「職・住・育」が

三位一体と三位一体と三位一体と三位一体と

なった環境をなった環境をなった環境をなった環境を

共創するには共創するには共創するには共創するには

は伝わっていない

• 刑法犯罪認知件数や車

の交通量が多く、安全・

安心のイメージが持た

れにくい

• 雇用と育児のトレードオ

フが起こり、雇用施策や

育児施策のポテンシャ

ルが十分に活かせてい

ない



（参考事例①） 千葉県流山市 （1/2）

共働き子育て夫婦に特化した、育児環境施策により、30代～40代の子育て世代の大幅な増加を実現した

主な取組みとその特徴

• 共働き子育て夫婦「共働き子育て夫婦「共働き子育て夫婦「共働き子育て夫婦「DEWKsDEWKsDEWKsDEWKs****」への」への」への」への

ターゲット絞込みターゲット絞込みターゲット絞込みターゲット絞込み

• 保育所問題への重点的な取組み保育所問題への重点的な取組み保育所問題への重点的な取組み保育所問題への重点的な取組み

‒ 認可保育所の定員数拡充

1,669人（2009年）→2,794人（2013年）

‒ 主要駅から各保育所への送迎バ

結果課題

• 人口総数の増加人口総数の増加人口総数の増加人口総数の増加

‒ 15.3万人（2005年）→16.9万人（2013年）

• 10101010歳未満の子供と、歳未満の子供と、歳未満の子供と、歳未満の子供と、30303030代～代～代～代～40404040代の子代の子代の子代の子

育て世代の大幅な増加育て世代の大幅な増加育て世代の大幅な増加育て世代の大幅な増加

• 人口減少人口減少人口減少人口減少

• 少子高齢化少子高齢化少子高齢化少子高齢化

‒ 生産年齢人口の減少
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* Double Employed With Kids
資料: 千葉県（2012）、「人口増加の秘密～シティセールスプランに基づくプロモーション活動～（流山市）」（https://www.pref.chiba.lg.jp/shichou/gyousei/gyouseikaikaku/nagareyama2.html）

ダイヤモンド・オンライン（2013）、「人口減少時代に、人口を10％も増やし、いきいきと若返ったまち」（http://diamond.jp/articles/-/45759）

ス「駅前送迎保育ステーション」を

新設

• 施策と連動した施策と連動した施策と連動した施策と連動したPRPRPRPR活動活動活動活動

‒ キャッチコピー「母になるなら、流山

市。」「父になるなら、流山市。」

‒ 市の資源（自然）を活かしたイベン

ト「森のマルシェ」「森のナイトカ

フェ」等の継続的な実施

• 上記施策を駆動する自治体初の上記施策を駆動する自治体初の上記施策を駆動する自治体初の上記施策を駆動する自治体初の

「マーケティング課」の設立「マーケティング課」の設立「マーケティング課」の設立「マーケティング課」の設立
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生産年齢人口の推移（1990年-2005年）

-0.42%
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+0.17%



（参考事例①） 千葉県流山市 （2/2）

東京の主要駅（銀座、表参道、六本木など）に、流山市外や都内からの移住を促す大型ポスターを掲出した
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資料: 千葉県（2012）、「人口増加の秘密～シティセールスプランに基づくプロモーション活動～（流山市）」（https://www.pref.chiba.lg.jp/shichou/gyousei/gyouseikaikaku/nagareyama2.html）
流山市役所、「流山市PRサイト」（http://www.nagareyama-city.jp/）



（参考事例②） フランスにおける育児・就労の両立支援施策

子供の人数が多い程手厚い各種優遇制度や、育児と就労の両立を支援する仕組みにより、出生率が∨字回復

した

課題

• 出生率の低下出生率の低下出生率の低下出生率の低下

‒ 1980年代、合計特殊出

生率が人口置換水準の

2.07を割り込む

‒ 1990年代、合計特殊出

生率が1.66にまで低下

主な取り組み

• 第2子以降、子供の数が多い家庭ほど多額の

家族手当を支給

• 仕事と子育ての両立を支援する為、多様な働き

方に対応する育児休業手当

‒ 勤務時間0%: 約67,000円/月

‒ 勤務時間50%: 約51,000円/月

資金面での

援助

結果

• 出生率の出生率の出生率の出生率のVVVV字回復字回復字回復字回復

‒ 2011年には合計特殊出生

率が2.00に回復
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* 内閣府（2014）、「5 諸外国との国際比較：諸外国における出生率の状況」を基に作成

資料: 内閣府経済社会総合研究所（2005）, 「フランスの家庭生活調査―フランスの出生率はなぜ高いのか―」

日本労働研究機構欧州事務所（2003）, 「フランスの家族政策、両立支援政策及び出生率上昇の背景と要因（特別レポート Vol.5）」

‒ 勤務時間50%: 約51,000円/月

‒ 勤務時間50-80%: 約39,000円/月

• 子供の数が多いほど手厚い税制優遇

（所得税の課される対象=世帯所得÷家族人員数、子供2

人目までは0.5人分、3人目からはそれぞれ1人分として家

族人員とする）

援助

資金以外

による援助

• 女性労働力率の上昇女性労働力率の上昇女性労働力率の上昇女性労働力率の上昇

‒ 出産・育児期においても女

性が退職することなく、育児

休暇の取得や保育所の活

用により就業を継続

• 有資格者は自宅で最高3人の子供を預かること

ができる「認定保育ママ」の資格を整備（1977年）

• 「『認定保育ママ』を雇用する家庭に対する援

助」により同制度の利用を促進（1992年）



（参考事例②） フランスの女性労働力率 （2/2）

他国と比較して、出産・育児期においても女性の退職が少なく、諸制度の活用により就業を継続できている
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資料: OECD, 「Labour market Statistics」（http://www.oecd-ilibrary.org/）


